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' 婚姻届の書き方

婚  夕囲 屈 消えるボールペンは使用しないでください。

令和  6年 f2月 f日 届出

滋賀県草津市 長 殿
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確 認 通 知

□新本票書地確認済

回新戸籍の表示は衡区符号

住 所 を定 め た 年 月 日

夫 年  月  日
妻 年  月  日

違 電話 夫 077(5ら3)f234
絡

受 理

第

令和   年  月  日

号

書類調査 戸籍記と観 記載調査 調査票 附  票 住民票 通  知

(よ み か た)

氏    名

生 年 月 日

夫  に  な  る 人 霞  に  な  る 人
く受r 力 奄 お

氏

畢 奉
名

諄 罐
平成 4 年 2月  イ0日

し     が    し少く
名氏

蒻 麿 轟  豊
零戒 3 年 7月  7日

住    所

(信騒簿 しη
蒻安贔幸奉苧撃奪

里丁盈鶴み尋②そ

糠老 畢痒 幸罐

蒻賀贔粂泉季署疫輩
警τ園鵡吝3贔そ

泳藁君蕩甕 秀野
本 籍

(會報到

蒻安贔太奪蒙縛7隆巧

B 地

謡嘉畢奉  毯警

蒻安贔撃奉季撃奉
荘丁a2轟地

筆頭者
の氏名 蕩安 鶴美

父母及び養父母
の氏名
父母との続き柄

父脅事乙 撰争奉つ
母脅砲 薯式葵

続き柄

寒篭男

父蕩安  再尋
母勇蒻窪 甕肇葵

続き柄
月

午前

年後
女時

□旅 国住 養 父 続き柄

養 子

養父 続き柄

養 女夫 二人で決めてどちらかに国チェック 母農尋焚筆騒議孝 養母

(

0
0
9

婚姻後の夫婦の □夫の氏
新本籍 (左の図の氏の人がすでに戸籍の筆頭者となつているときは書かないでください)

蒻賓贔撃奪 季夫発ゑ丁 曇璽‐ 轟地□有  団無
氏 。新しい本籍 □委の氏

□要 隠居を始めた
とき 含るp 6年  轟月 (鍵議鶴 鵠乳峯肇発爛曇鸞め}

巴旅 □住

妻
マ 初婚・再婚の別 題初婚 再婚 (

日死服

□離房ll
年  月  日

) □初婚 再婚 (署籠子十  年  月

該当するところに国チェッ
`フ

1

該当するところに箇チェッ
`フ

る世帯

( 2.淘 いる世帯

□有  □無 3. 数が1人か

日要

前の夫委のそれ

ぞれの世帯の

おもな仕 事 と

ら99人までの世帯 (日 ま々たは1年未満の契約の雇用者は5)
4.3にあてはまらない常用勤労者世帯及び会社団体の役員の世帯 (日 ま々たは1年未
満の契約の雇用者は5)
5,1から4にあてはまらないその他の仕事をしている者のいる世常
6.仕事をしている者のいない世帯□旅 圏住

使
(国勢調査の年一  年 の 4月 1日から翌年 3月 31日までに届出をするときだけ会いてください)

妻の職業
夫 妻 の 職 業

夫の職業

者 そ
の
他

(

届  出  入
(押 印は任意 ) 豪彦穆 笈 議 _§―印

送

マ

年  月

□無

夫

撃 奪 蒙 罐 置「

嚢

事 件 簿 番 号

Ψ

0

先
蓑ム(〕 77(553)で 隻3楽

∝

証 入

署    堪

(押 E「 は任意 )

生 年 月 日

畢導 嚢ゑ睾 重ll 蒻虜 拓辱 部

Dg紳 40年   岳,再   3日 盪喜奉移畢7 年 f 舞 で 霞

イ盛 所

賜賀贔撃孝帝下物蠣

|

蕩賀最悪轟や写為毒

焉⑤弯てみえ 警誓露ぞ贔碁轟贔急

本 籍

瘍賀贔太奪齋帯7錢巧

|

蕩奮贔畢睾季豪奪

畠 謬 ‐―‐丁岳盈巖
地

①

記 入 説 明

０

０

０

０

　

０

０

９

０

０

①

０

※

婚夕囲届出前の氏名・生年月日を記入

住民登録をしているところの住所と世帯主の氏名を記入、婚姻届と住所異動届(転入・転居など)
を同時に提出する場合は、新しい住所と世帯主の氏名を記入

(婚夕困届を休日に出されるときは、住所異動の受付はできませんので、後日別途お手続きください。)

現在の本籍地・筆頭者の氏名 (戸籍の最初に記載されている方)を記入

届出日現在の実父母及び養父母の氏名と実父母との続き柄を記入

婚夕困後に名乗る氏を二人で決めて、どちらかに百チェック(日本人同士の場合のみ、

外国人との婚夕因の場合チェック不要)

婚夕因により戸籍を編製しますので「新本籍」を記入
*ただし、函チェックした人が既に戸籍の筆頭者となつている場合は新本籍記入不要
*ア ノヾ―卜、マンション名は入りません。
*住居表示実施地域「○丁目○番○号」のうち○号は本籍に含みません。

結婚式を挙(ザたとき、または同居を始めたときのどちらか早い方を記で
結婚式も同居もまだの場合は記入不要(空欄)

※

該当するところに回チェッ
`フ

し、死別・離別の場合はその年月日を記入

夫・妻の該当するところに区lチェック ※夫妻の職業は国勢調査の年のみ言E入

婚夕回届出前の氏名で本人が、署名してください。

昼間連絡が取れる夫と妻の連絡先の電話番号を記入

成人(18歳以上)の方2人の署名 (氏名・生年月日・住所。本籍)が必要

※届書中の年月日の記載は和暦表記(階和、平成、令和等)としてください。

ただし、外国人の方の生年月日は西暦表記としてください。


